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医師・医学研究者・医学生のためのキャリア支援の会「ひと尋の会」を２０１９年１０月に発
足しました。

皆様には宮崎駿の「千と千尋の神隠し」の千尋の名前に使われている尋の字でお馴染みかも
しれませんが、「尋（ひろ）」はもともと「人が右手と左手を広げた長さ」という単位を表す漢字
です。その「右手と左手を広げている様子」から、両手をいっぱいに広げて子どもたちを迎え
入れる、困っている人を受け入れるという思いを込めて、会の名称といたしました。また、「尋」
が長さの単位を表すことから「空間の広がり」「どこまでも続く可能性」や、「尋ねる」という言
葉にも使われるように「深い道理をきわめる」といったイメージも名称に込めています。

少し難しい話になりますが、仏典には「わずか一尋のこの身」という言葉があります。一人の
力は微かであっても、まずその一人が責任を持って、両手をいっぱいに広げ誰かを受け入れる
こと、そしてその輪が十尋、百尋、千尋と広がり、多様性を広く受け入れる社会となることを願っ
ての命名です。

働く意欲はあっても子育てのために復職できない、親の介護と仕事を両立したい、病気を持
ちながらも治療と仕事を両立したい…など様 な々背景を持つひとびとが、お互いを認め合い、励
まし合うことができる社会。各自の多様性を受け入れ、その能力や経験を認めて、広く活躍の
機会を与えることができる社会は、人に優しいと同時に、技術革新の原動力にあふれ、結果と
して大きな成果をもたらすと言われています。

「ひと尋の会」は、男性、女性を問わず年齢の別なく集い、キャリアをめぐる医師・医学研究者・
医学生の多様な意見を語り合う場、情報を交換する場、です。この会を通して、皆さんがそれ
ぞれの経験や知恵を寄せ合い、助け合い、新潟の医療圏を、ひいては医療を通じて新潟の街
をよりよいものに変えていっていただきたいと念願します。

１ ご挨拶

新潟大学医学部長
ひと尋の会会長

染矢 俊幸
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２ ひと尋の会の概要と運営

概要

組織図

コアメンバー

新潟大学医学部医学科の医学生・医師・研究者のキャリア支援の会「ひと尋の会」は２０１９
年１０月に発足しました。窓口を新潟大学医学部医学科医学教育センターとしています。新潟県
医師会女性医師総合支援センターの分室としての役割も担っており、女性医師が勤務し続ける
ことができる環境の支援にも取り組んでいます。情報発信、相談窓口の開設、イベントの開催、
事業の実施を通して、誰もが学びやすい場、働きやすい場の実現と維持を目指して活動してい
ます。

• 染矢 俊幸（医学部長・精神医学教授）（会長）
• 塚本 恵（新潟大学理事・キャタピラー代表執行役員）
• 土田 正則（呼吸器循環外科学教授）
• 佐藤 昇（肉眼解剖学教授）
• 齋藤 昭彦（小児科学教授）
• 齋藤 玲子（国際保健学教授）
• 伊藤 明子（皮膚科学）
• 小林 暁子（産婦人科学）
• 岡崎 史子（医学教育センター教授）
• 青木 亜美（医学教育センター）

ダイバーシティ
推進支援室

新潟県医師会
女性医師支援センター
新潟大学医学科分室

国際交流推進室

医学教育
推進室

新潟大学医学部医学科
医学教育センター
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３－① アンケート調査結果

調査期間

対象者

方法

調査内容

結果

３ 今年度の活動のまとめ

ひと尋の会の活動に関連したアンケートを実施しました。キャリアを継続する上でどのような
不安や困難を抱えているか実態の把握に努め、必要な支援に繋げていきたいと考えています。

今回のアンケートでは病児保育施設設立への要望が多く寄せられました。新潟大学には現在、
病児保育施設がありません。病児保育設立に向けて働きかけを続けていきます。

２０２３年６月２９日－７月１２日

新潟大学医学部医学科学生、新潟大学医歯学総合病院所属医師、新潟大学医歯学総合研究
科医学系大学院生および教員

学務情報システム、メールで周知し、googleフォームのアンケート形式で回答を得た

全１４項目。属性（５項目）、病児保育関連（３項目）、ひと尋の会の活動関連（４項目）、ご意見・
困っている事（２項目、自由記載）

a) アンケートの回収率は、７.３％（１５０名）だった。
b) 属性に関する質問
回答者は女性６３名（４２%）、男性８７名（５８%）で、年齢分布、職位は下記の通りだった（表
１、表２）。現在育児を行なっている人は約半数（４９.３％）、介護を行なっている人は９名（６%）
だった。

表１ 回答者の年齢分布（n＝１５０） 表 2  回答者の職位（n＝１５０）

職位 人数 ％
医学科学生 ２９ １９. ３
大学院生 ３１ ２０.７
初期臨床研修 ３ ２
レジデント ４ ２.７
医員 １４ ９.４
助教 ３４ ２２.７
講師 ８ ５. ３
准教授 １１ ７. ３
教授 １３ ８.７
特任助手 ２ １. ３
特任専門職員 １ ０.７

年代 人数 ％
１０歳代 １２ ８
２０歳代 ３０ ２０
３０歳代 ５２ ３４.７
４０歳代 ３６ ２４
５０歳代 １５ １０
６０歳代 ５ ３. ３
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必要である
必要ではない
わからない

n=122（81.3%）

n=6（4%）

n=22（14.7%）

利用する
利用しない
わからない

n=42（59.2%）n=42（59.2%）

n=9（12.7%）

n=20（28.1%）n=20（28.1%）

その他

子供単独で療養する

病児保育施設を利用する

祖父母等の家族に依頼する

就労している配偶者が休暇をとる

就労していない配偶者がみる

自分が休暇をとる

（人）
0      10      20     30     40      50

 █ 小学校６年生までのお子さんがいる方にお聞きします。新潟大学に病児保育施設が出来れば
利用しますか（n＝７１）。

 █ 小学校６年生までのお子さんがいる方にお聞きします。勤務日にお子さんが病気になった時、
どのように対応していますか。頻度が高いものを選択、複数回答可（n＝７１）。

d) ひと尋の会の活動に関する質問

 █ ひと尋の会があることを知っていますか（n＝１５０）。  
はい：８５名（５６.７%）、いいえ：６５名（４３.３%）

 █ 大学病院内もしくは周辺に病児保育施設は必要だと思いますか（n＝１５０）。

c) 病児保育に関する質問
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SNS
関連情報サイト・アプリ

雑誌・書籍
友人
家族

同僚・先輩
行政からのお知らせ

専門家
その他

（人）
0　　　　20　　　　40　　　　60

ロールモデル紹介
育児情報の提供・交流会
介護情報の提供・交流会

出産育児に関連する負担を軽減する取り組み
病児保育導入への働きかけ

表彰制度
ダイバーシティ推進のための講習会
医学生・研修医と現役医師の座談会

特になし

（人）
0　　   20　　  40　　  60　　　80

 █ 育児・介護を行なっている方に質問します。情報をどこから得ていますか（複数回答可）  
（n＝７７）。

e) 困っていること、ご意見

 █ お子さんがいる方、妊娠中の方にお聞きします。育児用品のフリーマーケットが開催される場
合、参加したいですか（n＝６６）。  
ぜひ参加したい：１４名（２１. ２％）、参加を検討したい：３３名（５０％）、参加しない：
１９名（２８.８%）
 █ 今後、ひと尋の会の活動として期待するものを選んでください。複数回答可（n＝１５０）。

 █ 現在、育児と家庭の両立でお困りのことがありますか（一部抜粋）。

 █ ご意見がありましたら自由にご記載ください。

• 仕事が多忙で、家族・子供と過ごす時間が少ない。
• 子供の急病時の対応が大変（休みを取りにくい）。
• 病児保育の利用で困ったことがある。
• 育児に関して上司・周囲の理解が得にくい。
• 女性だけではなく男性も対象とした講演会や相談窓口を希望する。
• 夜まで小学生を預かってくれる場所がほしい。

• 育児をしながら働き続けるという意識、システムの醸成が必要。
• 利用しやすい病児保育施設を大学内に作ってほしい。
• 育児を夫婦間分担してキャリアを継続する意識づけを医学生に対して行なってほしい。
• 育児中の医学生に柔軟に対応してほしい。
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３－② マタニティスクラブレンタルサービス開始

３－③ ひと尋の会 virtual café の開催

新潟大学医歯学総合病院に勤務する妊娠中の医師を対象とした取り組みです。２０２３年９月
から開始しました。新潟県女性医師総合支援センターの協力を得て運営しております。

妊娠による体型変化に伴った医療着のサイズアップに対応して妊婦用のスクラブ（上・下）２セッ
トと白衣１枚を無料で貸与しています。

サービス利用者には、各種相談やひと尋の会のイベントの告知を行います。当会との結びつ
きを深め、妊娠から出産、育児、復職へと様々に変化するライフイベントを理由にキャリアを断
念することなく前進するためのお手伝いすることを目的としています。

利用開始後３ヶ月で５名の利用があり、「スクラブがかわいいと周りからも評判だった」「お腹
周りがキツくなっていたところだったので助かりました」と好評の声をいただいております。今後
も多くの方のご利用をお待ちしています。

２０２０年からキャリア支援の取り組みの一環としてオンラインでの講演会・ワークショップを
開催しています。今年度は、育児と仕事の両立に不安を抱える医師が多いことを受けて、子育
てと仕事をテーマとした第１２回ひと尋の会 virtual café を「子育てと仕事悲喜こもごも」と題し
て開催しました。学内外の３人の先生からご講演いただき、多くの先生からご視聴いただきま
した。また、今回から以前からの要望が多かった録画配信を開始しました。

新潟大学医歯学総合病院に勤務する妊娠中の医師対象

事前登録をする 平日9-17時に
医学教育センターで
（共同研究棟5階）
レンタルする

産休入り前に返却

利利用用方方法法

ママタタニニテティィススククララブブ 22セセッットトをを貸貸しし出出ししまますす
ママタタニニテティィ白白衣衣ももごご用用意意ししてていいまますす（（数数にに限限りりあありり））

マタニティスクラブ
FOLK

マタニティ白衣 八分袖
日昇産業株式会社
・腹囲の変化にあわせてウエストを調整可能
・ダブル仕立てでお腹の膨らみが目立たない

サイズ展開がありますので
ぜひご試着ください

・お腹を締め付けな
いゴム、伸縮性リブ
・汚れが目立ちにく
いダークネイビー

SSTTEEPP  0011 SSTTEEPP  0022 SSTTEEPP  0033

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf-
K2S1LVtIEJw_m-
OGvR0fricBtL2uhyDzrbEZCw7PMpXMgA/viewfor
m?usp=sf_link

2023年9月から開始！

Hitohiroマタニティスクラブ
レンタル

新潟県女性医師総合支援センター

<問い合わせ先>
新潟大学医学部医学科
医学教育センター
電話：025-227-0425
メール：hitohiro@med.niigata-u.ac.jp

ひと尋の会
医学教育センター
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島先生からは、子育て現役世代代表としてリアルな日常をお話しいただきました。夫婦で医師
として働きながら育児をしてきた日々の振り返りや具体的な取り組み、特に困ること（子供の急
病時の対応）について共有いただきました。福井先生には、子育て先輩世代代表としてご自身
の仕事と育児の歩みをお話しいただきました。家族、先輩、同僚の先生方と協力して育児に取
り組まれてきたことが印象的でした。東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科講座の櫻井先生からは、
育児とキャリアを両立されてきたこれまでの経験談をお話しいただきました。育児で大変な時も

「育児は自分が成長できるきっかけかもしれない」「育児中でもささやかなチャレンジを続けるこ
とが自分の強みの創出につながっていく」と前向きに仕事と家庭を両立させる姿勢に感銘を受
けました。またダイバーシティや女性医師キャリア支援に携わってこられた経験に基づいた提言
をいただき、勉強になりました。

第 11 回までのひと尋の会 virtual café 開催状況

開催概要
1, 開会の挨拶　ひと尋の会会長 染矢 俊幸先生
2, 島 賢治郎先生　新潟大学医歯学総合病院 呼吸器・感染症内科 特任助教  

「当家の実情」
3, 福井 直樹先生　新潟大学医学部医学科 医学教育センター 准教授  

「祖父母と仲間に支えられた子育てと医師生活」
4, 櫻井 結華先生　東京慈恵会医科大学 耳鼻咽喉科講座 教授  

「医師キャリアを振り返る〜育児は贈り物〜」 
5, 閉会の挨拶　新潟大学医学部医学科 医学教育センター 教授 岡崎 史子先生 

日時

方法

参加人数

２０２３年１１月１７日　１７時〜１８時

オンライン開催、録画配信あり

リアルタイム配信視聴者３７名

開催回 開催日時 講演担当
第１回 ２０２０.１１.１９ 県医師会理事高井先生、皮膚科
第２回 ２０２０.１２.１５ 腎 · 膠原病内科
第３回 ２０２１.０２.１８ 産婦人科
第４回 ２０２１.０６.０１ 小児科
第５回 ２０２１.０７. ２７ 耳鼻咽喉科 · 頭頸部外科
第６回 ２０２１.０９. ２８ 呼吸器 · 感染症内科
第７回 ２０２１.１１.０１ 精神医学
第８回 ２０２２.０１. ２５ 呼吸循環外科
第９回 ２０２２.０２.１４ 医学研究・診療応援プログラム

第１０回 ２０２２.０３.０１ 生涯キャリアヒストリーワークショップ
第１１回 ２０２２.０５.１６ 形成 · 再建外科
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講演後アンケート

１６名が回答

参加者の感想（一部抜粋）

• 櫻井先生の若手に達成感を与えるという点が非常に勉強になりました。
• 皆さんが日々綱渡りであることがわかって、励みになりました。
• 各先生方それぞれで様々な工夫をしながらキャリアを育んでいかれていることに感銘しまし

た。
• 久しぶりの開催で、よかったです。以前のペースぐらいでの開催を期待します！！
• 櫻井先生が仰っていた「やる気」に繋がるような課題、仕事への出会いが大事だなと思いま

した。また、子育て期間に女性がキャリアを停滞させがちな現状が少しでも改善できたら良
いと思います。

• 育児をされてきた人生の先輩方のお話を聞けて大変参考になりました。
• 先生方のプライベートな話をざっくばらんにお聞きすることができて大変有意義でした。育児

などをする際に今後より一層医局の理解 ( 勤務の調整、育休取得など ) があるといいのかな
と思いました。

• 出産・子育ては理解のある上司や同僚、家族がいてこそ乗り越えられるものだと改めて感じ
ました。このような風潮が他の職種にも広がって欲しいと思いました。

• 前半２題は、身近な先生方の育児とキャリアの両立の実際や工夫、特に夫妻で協力し合い、
それぞれの立場を尊重する姿勢が不可欠であると改めて感じました。櫻井先生の講演は、育
児中だからとしり込みしないで、挑戦することや育児を介して人として成長することなど、キャ
リア形成への熱いメッセージが伝わりました。

• 行き当たった業務を大事にしていく姿勢に多くの学びがありました。
• 医局に所属しながら、子育てを続けている身として各先生方のお話は実感のこもった内容で

とても興味深く拝聴しました。
• 組織としての体制づくりの強化をぜひお願いしたいです。
• オンデマンド配信はとても有益でした。今後もぜひお願いします。

とても有意義だった
有意義だった
ふつう

n=14（87.5%）

n=1（6.25%）

n=1（6.25%）
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３－④ 第１回ひと尋の会フリーマーケットの開催

人と人、人と物のつながりを作っていくことを目的として、フリーマーケットを開催しました。
家にある不用品、譲りたい物を出品し、希望者に購入していただきました。

育児用品、参考書など多岐にわたる出品があり、多くの参加者で賑わいました。

２０２１年からひと尋の会の活動に携わるようになり、３年目を迎えました。今年度は体制が
新たになり、これまでの活動の継続に加えて新しい活動も開始しました。当会に求められてい
ることを実行するために悩みながら手探りで活動しておりますが、参加者・利用者の方から温か
い言葉をかけていただく度にありがたさを感じ、次の活動への意欲となっております。医学生や
医療者の誰もが幸せに学び、働き続けられることを目指して、これからも会が広く認知され、よ
り支援の輪を広げていけるように活動してまいります。

今後とも、皆様のご支援ご協力のほど、お願い申し上げます。

ひと尋の会事務局　青木 亜美

４ 編集後記

第   回１

2024
01.05FRI 19FRI-

F�e� M���e�

フリーマーケットフリーマーケット

古本（学習に役立つ参考書、問題集など）、育児・介護用品など

出品方法 事前登録

受付期間

出品するには
事前登録が
必要です！
スマホでスキャン!

事前登録は最短2分!

Aパターン Bパターン

ひと尋の会でまとめて出品 売主が出品
①事前登録
②共同研究棟 ５階医学教育センター５０６室に売りたい品を持参
③商品説明の記載・値段付けをお願いします

フリマ終了後、１週間以内（1/31まで）に医学教育センターにお越しください。
代金もしくは商品のお渡しをいたします。

①事前登録
②売りたい品を持ってフリマ
　当日にお越しください

ひと尋の会 新潟大学医師・研究者・医学生のためのキャリア支援の会
新潟大学医学部医学科医学教育センター

新潟大学医学部医学科 医学教育センター
TEL. 025-227-0425（内線：0425）／ MAIL. hitohiro@med.niigata-u.ac.jp

主催 問い合わせ先

ぜひ覗きにだけても
来てください！

2日間
開催します！

ひと尋の会

2024

12:00-13:00
01.23TUE 24・ WED

開催日Date

共同研究棟 ５階
医学教育センター

５０９号室

開催場所Place

家にある不要なもの、
譲りたいものを出品してください

出品者
募集！

Q
R

どなたでも
ご参加いただけます

日時

場所

対象

２０２４年１月２３日・２４日　１２時－１３時

新潟大学医学部医学科医学教育センター

新潟大学医学部医学科職員、
新潟大学医歯学総合病院職員、医学生
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新潟大学医学部医学科医学教育センターダイバーシティ推進支援室

新潟県医師会女性医師総合支援センター




